
主催 ⼭形県IoT推進ラボ
共催 ⼭形県よろず⽀援拠点（公益財団法⼈ ⼭形県企業振興公社）
■⼭形県IoT推進ラボ事務局■
⼭形県商⼯労働部⼯業戦略技術振興課内 ℡:023-630-2368

⼭形県IoT
推進ラボ

平成30年7⽉25⽇(⽔)⽇ 時

⼭形県⾼度技術研究開発センター
（ ⼭形市松栄 2–2–1 ）

場 所

参加料

定 員

無 料

100名
先着順

13:30〜16:00

■1970年10⽉15⽇⽣、早稲⽥⼤学政治経済学部経済学科卒
■⼤⼿化学メーカー、外資系ITベンダーのディレクター、コンサルティング
ファームのディレクター等を経験
■2004年3⽉に株式会社O2を設⽴
■2013年8⽉にO2のエンジニアリング部⾨を分社化し、㈱XrossVate設⽴
■2014年10⽉に安⽥製作所（現：株式会社IBUKI）をO2グループ
にむかえ、6年連続⾚字の会社を１年でV字回復へと導く
■2016年10⽉にO2グループのAI部⾨を分社化し、㈱LIGHTz設⽴
注⽬のAI企業としてNHK他で紹介されている

《 講師プロフィール 》
松本 晋⼀ ⽒
株式会社O2
株式会社XrossVate
株式会社IBUKI
代表取締役社⻑

「IoTやAIの苦労話、失敗談」

⼭形県よろず⽀援拠点 ⼭形県情報産業協会 ⼭形県ＩｏＴ推進ラボ
ほか

基調講演

事業紹介

射出成型、⾦型メーカーである株式会社IBUKIの再建に
あたり「地⽅の中⼩企業が真似できる成⻑モデルを明⽰した
い！」を合⾔葉に新規ビジネスを⽴ち上げ、第7回⽇本もの
づくり⼤賞経済産業⼤⾂賞「ものづくりプラス企業」部⾨に
選定される。製造業を「市場創出型企業」に転換する⼿法
として、多⽅⾯から注⽬を集めている。
伝統あるIBUKIに蓄積された匠の技、ものづくりノウハウを、
製造業コンサルタントO2のグループ企業である株式会社
LIGHTzの技術でAIモデル化する過程で起きた、製造現場
における技能伝承に関するさまざまな苦労話、失敗談につ
いて、包み隠さず⾚裸々にご紹介いたします。

製造業のルールをガラリと変える産業⾰命4.0やIoT・AIに、 「IoTとは⼀体何なのか」、「何をすればよいのか」
という不安や、⽇々報道される先進事例に、地⽅が取り残されるような焦りを感じませんか？
本セミナーでは、「成功事例は聞き飽きた！」、「知りたいのは失敗例」 という⽅に向けて、IoTやAIの苦労話、
失敗例をわかりやすくご紹介します。これから製造業がどう変わり、地域の企業はどう対応していくのか、IoTへの
対応に悩んでいる県内ものづくり企業の経営者、技術トップはじめ、多くの皆様に参加をおすすめします。



ものづくり企業ＩｏＴ・ＡＩ活用セミナー参加申込書

企業名 

団体名 

（フリガナ） 

住 所 
（〒   －    ） 

 

担当者 部 署 職・氏名 

連絡先 
TEL FAX 

E-mail 

 
参加者 部 署 職・氏名 

１   

２   

３   

４   

５   

 
※上記の個人情報につきましては、本セミナーの運営及び今後のセミナー開催等に関する情報提供以外の目的では使用いたしません。

《申込先》山形県IoT推進ラボ事務局（山形県商工労働部工業戦略技術振興課）

FAX：023-630-2695 ／ Mail：ykogyo@pref.yamagata.jp

平成３０年７月２５日（水）

※電子メールで申し込まれる場合は、件名 【IoT推進ラボセミナー申込】 として、上記内容を記載のうえ送信ください。

⼭形県⾼度技術研究開発センター

山形県 IoT 推進ラボ構成機関 

山 形 大 学 山形県立産業技術短期大学校 フ ィデア総合研究所 山 形 県 工 業 会 山形県情報産業協会

山形県商工会議所連合会 山形県商工会連合会 山形県中小企業団体中央会 山形県企業振興公社 山形県産業技術振興機構

山形県工業技術センター 山 形 銀 行 荘 内 銀 行 き ら や か 銀 行 山 形 県

 

≪ 申込期限：７月２３日（月） ≫


